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平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

宿泊客数 2913.7 2837.6 2895.8 2739.7 2991.2 3045.4 3091.9 3193.2 3645.7 3570.2 3,473.6

延べ宿泊客数 4385.6 4221.9 4041.0 3199.1 3480.0 3531.9 3605.1 3786.4 4425.0 4337.8 4,410.0

平均宿泊数 1.51 1.49 1.40 1.17 1.16 1.16 1.17 1.19 1.21 1.22 1.27

出典：北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部観光局），来函観光入込客数推計
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（２）主要観光施設入場者数推移（H20～）

単位：人

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

函館山ロープウェイ 1,289,647 1,239,026 1,272,443 1,104,614 1,313,842 1,524,415 1,619,850 1,820,876 1,978,938 1,746,070 1,696,857

五稜郭タワー 841,760 778,038 782,311 679,511 733,966 769,285 765,077 774,554 1,018,985 895,290 865,350
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（３）道内観光都市における観光費の状況

函館市 小樽市 登別市

265,979人 121,924人 49,625人 …A

524.7万人 806.2万人 404.9万人 …B

167.7万人 730.4万人 274.8万人

（割合） (31.96%) (90.60%) (67.87%)

357.0万人 75.8万人 130.1万人

（割合） (68.04%) (9.40%) (32.13%)

433.8万人 88.5万人 131.5万人 …C

405,441千円 143,366千円 130,058千円 …D

1,524千円 1,176千円 2,621千円

77,271円 17,783円 32,121円

93,463円 161,995円 98,903円

※ 小樽市，登別市の決算額，観光入込客数は各市HPより

人口1000人あたり

D/A

観光入込客1000人あたり

D/B

宿泊客数1000人あたり

D/C

人　口

［2015国勢調査］

観光費

［2017年度決算］

観光入込客数

［2017年度］

うち宿泊客数

(延数)

うち宿泊客数

(実数)

うち日帰り客数
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（４）【延べ宿泊客数と入湯人員の推移】

(人) (客室数)

※入湯施設客室数は入湯税申告書から概算

※延べ宿泊者数は「北海道観光入込客数調査報告書」参照
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総務大臣同意← →総務大臣協議中

課税団体 東京都 大阪府
京都府
京都市

石川県
金沢市

北海道
倶知安町

福岡県
福岡県
福岡市

導入時期
（予定）

H14(2002)年10月 H29(2017)年１月 H30(2018)年10月 H31(2019)年４月
R１(2019)年11月

予定
R２(2020)年４月

予定
同左

主な使途

国際都市東京の魅
力を高めるととも
に，観光の振興を
図る施策に要する
費用

大阪が世界有数の
国際都市として発
展していくことを
目指し，都市の魅
力を高めるととも
に観光の振興を図
る施策に要する費
用

国際文化観光都市
としての魅力を高
め，及び観光の振
興を図る施策に要
する費用

金沢の歴史，伝統，
文化など固有の魅
力を高めるととも
に，市民生活と調
和した持続可能な
観光の振興を図る
施策に要する費用

世界に誇れるリゾ
ート地として発展
していくことを目
指し，地域の魅力
を高めるとともに，
観光の振興を図る
施策に要する費用

観光資源の魅力向
上，旅行者の受入
環境の充実その他
の観光の振興を図
る施策に要する費
用

観光振興に関する
施策を総合的かつ
効果的に推進し，
もって福岡市経済
の健全な発展及び
市民生活の向上に
寄与する施策に要
する費用

これまでの実績
(H30年6月公表資料)

H30(2018)年度事業 H31(2019)年度予算 H31(2019)年度予算 (想定される使途) (想定される使途) (想定される使途)

Wi-Fiやデジタルサ
イネージなどの利
用環境の整備

Wi-Fi設置促進 観光地などの交通
対策など混雑対
策・分散化

まちなみや景観の
保全，伝統芸能等
の支援・振興など

リフト・バス事業
者等の交通手段の
融合など域内交通
網の整備

県観光振興財源検
討会議報告書にて，
具体的な施策を進
めるにあたり，施
策の重複が生じな
いよう市町村等と
調整することを提
言されている。
その上で，

①広域的な観点
からの観光振
興施策の実施

②観光地づくり
の核となる組
織体制の強化

③市町村が実施
する観光振興
施策への財政
的支援

について提言され
ている。

MICE施設の利便性
等の向上，誘致体
制の強化

観光案内所(都内５
箇所)設置・運営

トラベルサービス
センター大阪運営
費負担金

民泊の相談窓口運
営や，簡易宿所へ
の査察など民泊対
策

インバウンド対策
の強化，宿泊施設
等のおもてなし力
の向上など

ニセコ・羊蹄山の
環境保全

Wi-Fiや観光案内所，
公衆トイレなど受
入環境整備

観光スポット等を
記載したウェルカ
ムカード(９言語10
種類)の作成

飲食店や宿泊施設
の多言語化対応な
ど促進

災害時の対策やト
イレ整備などの受
入環境整備

無電柱化の加速，
交通混雑の緩和，
旅行者の安全・安
心の確保など

防犯対策，防災・
防火対策などの安
心・安全なリゾー
トの形成

ビッグデータを活
用したデジタル
マーケティング

海外に向けた観光
プロモーション

市町村が実施する
観光振興事業を支
援

宿泊施設の経営強
化やＭＩＣＥ誘致
対策など宿泊事業
者支援・宿泊観光
推進

自然環境及び景観
保全や観光ガイド
等の人材育成支援，
DMOの強化など観光
インフラの整備

宿泊施設における
トイレ整備などお
もてなし環境づく
り支援

バリアフリー化の
推進

イルミネーション
や芸術フェスなど
誘客事業の推進

京都の魅力の国内
外への情報発信

２次交通の充実な
ど新幹線を意識し
たまちづくり

MICE誘致活動の展
開

京町家の保全など
文化振興・景観の
保全

（５）【宿泊税導入他都市の使途について】
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総務大臣同意← →総務大臣協議中

課税団体 東京都 大阪府
京都府
京都市

石川県
金沢市

北海道
倶知安町

福岡県
福岡県
福岡市

課税客体

①の宿泊行為 ①②③の宿泊行為 ①②の宿泊行為 ①②の宿泊行為 同左 ①②③の宿泊行為 ①②の宿泊行為

①旅館業法の許可
を受けて行う旅
館・ホテル営業
(簡易宿所，下宿
除く)に係る施設

①旅館業法の許可
を受けて行う旅
館・ホテル営業
若しくは簡易宿
所営業(下宿除
く)に係る施設

①旅館業法に規定
する旅館業(旅
館・ホテル，簡
易宿所(下宿除
く))に係る施設

①旅館業法の許可
を受けて行う旅
館・ホテル営業
若しくは簡易宿
所営業(下宿除
く)に係る施設

同左 ①旅館業法に規定
する旅館業(旅
館・ホテル，簡
易宿所(下宿除
く))に 係る施
設

同左

－

②住宅宿泊事業法
に規定する住宅
宿泊事業に係る
施設

②住宅宿泊事業法
に規定する住宅
宿泊事業に係る
住宅

②住宅宿泊事業法
の届出をして営
む住宅宿泊事業
に係る住宅

同左 ②住宅宿泊事業法
に規定する住宅
宿泊事業に係る
施設

②住宅宿泊事業法
に規定する住宅
宿泊事業に係る
住宅

－

③国家戦略特別区
域法に規定する
認定事業に係る
施設

－ － －

③国家戦略特別区
域法に規定する
認定事業に係る
施設

－

課税標準 宿泊数 同左 同左 同左 宿泊料金 宿泊数 同左

納税
義務者

①の宿泊者 ①②③の宿泊者 ①②の宿泊者 ①②の宿泊者 同左 ①②③の宿泊者 ①②の宿泊者

徴収方法 特別徴収 同左 同左 同左 同左 同左 同左

税率

1人1泊について，宿泊料金が
下記いずれかの
宿泊料金の2％

1人1泊について
一律

1人1泊について，
宿泊料金が

①1～1.5万円未満
：100円

①0.7～1.5万円未満

：100円
①2万円未満
：200円

同左 ①1人1泊 ①200円
①2万円未満
：150円

②1.5万円以上
：200円

②1.5～2万円未満
：200円

②2～5万円未満
：500円

②2万円以上
：500円

②1部屋1泊
②独自に宿泊税を
課す市町村：100円

②2万円以上
：450円

－
③2万円以上
：300円

③5万円以上
：1,000円

－ ③1棟1泊 ③福岡市：50円 －

収入見込
28.5億円

(Ｈ31(2019)予算)
19.8億円
(平年度見込)

41.6億円
(Ｈ31(2019)予算)

6.6億円
(Ｈ31(2019)予算)

3.8億円
(平年度見込)

18億円
(平年度見込)

18億円
(平年度見込)

（６）【宿泊税導入他都市の制度設計について】
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総務大臣同意← →総務大臣協議中

課税団体 東京都 大阪府
京都府
京都市

石川県
金沢市

北海道
倶知安町

福岡県
福岡県
福岡市

非課税
事項

１人１泊１万円未
満の宿泊

１人１泊７千円未
満の宿泊

※R1(2019)年5月31
日までは，１人
１泊１万円未満
の宿泊

修学旅行その他学
校行事に参加する
者及びその引率者

－

①修学旅行その他
規則で定める学
校行事に参加し
ているもの及び
その引率者

②倶知安町内で職
場体験を行うも
の

－ －

課税期間

条例施行後５年を
目途に見直しを行
うこととする規定
あり

同左 条例施行後５年を
目途に見直しを行
うこととする規定
あり
ただし，条例可決
時に，条例施行後
１年６ヶ月後にお
いて見直しをする
こととする付帯決
議あり

条例施行後５年を
目途に見直しを行
うこととする規定
あり

同左 条例施行後３年を
目途に見直しを行
い，その後５年ご
とに見直しするこ
ととする規定あり

同左

特徴
奨励金

有 有 有 有 有 － －

納入額の
①条例施行後当初
５年度：３％

②平年度：2.5％

同左 同左 同左 同左

（６）【宿泊税導入他都市の制度設計について】
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函館市観光基本計画において取り組むべき主な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・各種誘致宣伝事業【拡充】 

・広域連携による交流人口の拡大【拡充】 

・秋冬の観光情報の発信【拡充】 

・テーマ別観光情報の発信【拡充】 

・ＭＩＣＥ対応窓口機能の強化【拡充】 

・観光ポータルサイト「はこぶら」等の全面的リニューアル【拡充】 

・有償観光ガイドの育成【拡充】  

・文化財建造物保存修理への助成【拡充】 

・視点場整備事業【拡充】 

・宿泊施設改修支援事業費補助【新規】 

・特定建築物耐震化補助の拡充【拡充】 

・視覚的にわかりやすい案内板，標識の整備【拡充】 

・ＭａａＳの導入による移動サービスの充実【新規】 

・高速交通ネットワークの整備促進【拡充】 

・国際航空路線の拡大促進【拡充】 

・函館港の利用促進【拡充】 

・外国人観光客の滞在環境向上【新規】 

・多言語標記，対応の充実【拡充】  

・ラグジュアリートラベルの推進【新規】 

・ナイトタイムエコノミーの推進【新規】 

・ニューツーリズムの推進【拡充】 

・各種イベントの観光資源化【拡充】  

・函館の「食」の魅力向上，付加価値化【新規】 

・ライトアップ施策推進事業費【新規】 

・縄文遺跡群世界遺産登録の推進【拡充】 

・観光施策推進体制の見直し，強化【新規】 

・ビッグデータを活用した観光動態把握【新規】 
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